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令和２年度厚生労働省社会福祉推進事業
行政と連携したひきこもりの地域家族会の

活動に関する調査研究事業



調査１
家族会設置状況調査

ひきこもり地域支援センター所管部局75カ所、
並びに生活困窮者自立支援制度所管部局1044カ
所を対象に令和３年１月に実施し、回答数665カ
所（ひきこもり地域支援センター42カ所、その
他623カ所）から回答が得られた。
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家族会の設置状況調査
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回答数665 回答数665



家族会の設置状況調査

ひきこもり地域支援センター その他
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家族会の設置予定
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家族会の有効性・ニーズ
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家族会の負担と課題
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0% 20% 40% 60% 80%

施設の整備拡充

プログラムの検討

財源の確保

支援者の質や力量

人材育成確保

家族会運営の課題

回答者 665名



家族会運営の課題

ひきこもり地域支援センター その他
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0% 20% 40% 60% 80%

回答者 623名

0% 20% 40% 60% 80%

施設の整備拡充

財源の確保

プログラムの検討

支援者の質や力量

人材育成確保

回答者 42名



調査２
家族会運営者調査

NPO法人KHJ全国ひきこもり家族会連合会の支部
57カ所を対象に、令和２年１月～令和３年２月
に調査を実施し、22カ所（回収率38.6％）から回
答が得られた。
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KHJ家族会の運営開始
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0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6

他団体との合同による常設施設

単独の常設施設

その他の施設

ビルなどの賃貸による常設施設

自宅などの併用による非常設施設

公共施設などによる非常設賃借施設

団体施設状況

回答者 22名

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8

年3-4回

2カ月に1回

月24回

月2回

月1回

家族会の開催頻度

回答者 22名
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その他

財源はない

助成金（財団・企業）

寄付（献金）

補助金（行政）

参加者からの参加費

運営の財源

回答者 22名
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回答者 22名
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

守秘義務

相手の発言を決して否定しない

宗教等自分の価値観を押し付けない

陰口悪口は言わない

説教や教育指導はしない

自分がされて嫌なことは相手にはしない

インターネット上には個人が特定できる批判等を書き込まない

その他

ルールの内容

回答者 22名

0% 10% 20% 30% 40% 50%

様子を見て電話や手紙・電子メールで連絡をとる

ようにする

会報など情報誌だけは送るようにする

特に何もしない

家族とは連絡をとるようにする

その他

突然参加しなくなった方への対応

回答者 22名



コロナウイルスの影響
支援者からの回答
①ひきこもり支援が後回しに
②支援の縮小、変更
③事業の延期
④実態が見えにくくなった
⑤当事者の変化
⑥新たにひきこもりになる人の増加
⑦高齢のひきこもりへの対応に苦慮
⑧啓発活動の機会の減少
⑨オンライン支援の導入
⑩プラスの影響

当事者からの回答
マイナスの影響
①行動制限
②ストレスの増加

プラスの影響
①楽になった
②良く話をするようなった

特に影響なし
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まとめ
調査1 家族会設置状況調査
• 90％の行政機関がひきこもり支援を行っている。
• ひきこもり地域支援センターでは95％、その他では41％が家族会
の活動に携わっている。

• 家族会の有効性は認識しているが、ニーズが把握しきれていない。
• 人材育成確保、支援者の質や力量が課題になっている。
調査2 家族会運営者調査
• 月1回、公共施設において、参加費で家族会を開催している。
• 家族会規模としては、数人の小規模から20人以上と幅広い。
• 当事者、支援者を含めた開かれた形で開催している。
• 守秘義務といった一定のルールを設けている。
• コロナウイルスの影響は、当事者以上にひきこもり支援において
大きい。
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